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             校長 林 直美  

上菅田中学校学校教育目標  

学び合い、支え合い、高め合う  

○ 学 び を 深 め 、 創 造 力 と 実 践 力 を 養 う （ 知 ）  

○ 互 い を 認 め 、 誠 実 に 生 き る （ 徳 ）  

○ 豊 か な 心 と 健 康 な 体 を つ く る （ 体 ）  

○ 地 域 の 一 員 、 国 際 社 会 の 一 員 と し て 自 立 す る

（ 公 ・ 開 ）  

 
今年は寅年です！  

                        校 長  林  直 美  
 

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。  
 
今年の冬休み明け、登校日初日から前日の雪が凍って道路は凍結し、登校

時にはかなり緊張感の高いスタートとなりました。教職員の中にはいつもよ
り早く出勤して正門前や体育館脇の除雪や雪消しをしてくれた人もいまし
た。また、寒い中でもいつも通りに通学の見守りをしてくださっている地域
の皆様ありがとうございます。世間では新型コロナウイルス感染症のオミク
ロン株の拡大が続いており、油断できない状況となっています。しかしおか
げさまで、学校としては大きな事故や事件はなく、穏やかに新年を迎えるこ
とができました。ご家庭や地域の皆様方が子どもたちを温かく見守っていて
くださっているからこそだと感謝しています。  

 
１０月からほぼ平常の学校教育活動ができるようになってきましたが、秋

楽会は残念ながら有志の映像による発表となりました。企画、準備をしてく
ださった委員の皆さんお疲れ様でした。1、２年生の皆さんは地域清掃でし
っかりと地域貢献ができました。また百人一首大会も楽しく実施できまし
た。１２月１０日には予告なしの避難訓練を行いましたが、しっかりと避難
行動ができました。皆さんの真面目な取組みに感心しています。今月の中旬
からは 3 年生の進路がいよいよ佳境に入ります。体調管理をしっかりして、
全力が出せるように臨んでほしいと願っています。  

 
ここで干支

え と

についてお話しをしたいと思います。干支は「十干
じ っ か ん

」と
「十二支

じ ゅ う に し

」の組み合わせです。令和４年は十干が「壬（みずのえ）」、十二
支が「寅」の年にあたるので、干支は「 壬寅（みずのえとら）」となりま
す。「壬」は「妊に通じ、陽気を下に姙（はら）む」、「寅」は「螾（ミミ
ズ）に通じ、春の草木が生ずる」という意味があります。そのため「壬寅」
は厳しい冬を越えて、芽吹き始め、新しい成長の礎となるイメージです。  
「新しく立ち上がること」や「生まれたものが成長すること」といった縁起
のよさを表しているといえそうです。コロナ禍にあってもしっかりとやるべ

きことをやり、堅実に努力を積み重ね、目標に向か
って頑張れる年にしたいですね。今年度もあと 3 か
月を切りました。卒業式までは 2 か月です。やり残
すことのないように元気に、全力で頑張りましょ
う。 

 
今年の NHK 大河ドラマは平安時代末期から鎌倉

時代初期の武将で横浜にもゆかりのある、畠山重忠
が登場します。重忠は、鎌倉幕府創設に貢献し、源
頼朝にとても信頼されました。源義経とともに一の



谷や屋島で平氏と戦い、奥州征伐でも活躍したといわれ
ています。しかし、幕府の権力争いにまきこまれ、鎌倉
に向かう途中、鶴ケ峰付近で討ち死にしました。地元の
人たちは、その人柄をしのび、八百年以上たった今も語
り継いできました。旭区内には、重忠ゆかりの史跡がた
くさん残っています。 
そのすぐ近くには大谷翔平選手が幼少期に参拝してい

たと言われる鶴ヶ峯稲荷神社があります。御利益をいた
だきたいと参拝してきました。  
 

 

 

 今 月 の食 育 コラムです !   「食で学ぶ 食を学ぶ」 料理研究家 長島  由佳  

 

 2022 年  新しい年が始まりました。穏やかで天候に恵まれた新春でした。寅

年の一年も、暖かな日差しのような良き一年でありますようにと、天を仰いで願い

ました。  

さて、各ご家庭では、どのようなお正月を迎えられたでしょうか。年末からの慌

ただしさから一変し、ゆっくりとお過ごしになられたでしょうか。受験生を抱える

ご家庭では、様々なところに気を配られながらの日々だったことでしょう。  

お正月には、赤い実をつけた千両や万両・南天などが玄関や床の間などを彩った

ご家庭も多いことと思います。彩り良いだけではなく、赤い色が厄除を現し縁起物

として大切にされてきたからです。  

その中でも南天は鑑賞として美しいだけでなく、薬効なども期待されてきました。

葉には殺菌作用や防腐作用もあるとのこと。お赤飯やお祝い弁当などに添えられま

す。赤い実には咳や喉あれに効果のある成分があり、古くから生薬として利用され

てきました。南天のど飴など様々に商品化されている現代ですが、先人の見極める

力に改めて感服するところです。  

その先人は、日々の暮らしの中に季節の恵みを取り込み、食と絡めてきました。

正月７日目にいただく「七草粥」、11 日にお供え餅を汁粉やかき餅にしていただく

「鏡開き」。お正月によく食べ飲みして疲れた胃腸を労るためにも、無病息災を願

いながら体に優しいものをいただくよう工夫したのでしょう。食べ物を無駄にせず、

体をいたわり、家族の健康を願うシンプルな年中行事だと思いました。  

環境を考え取り組む SDGs も、人が暮らす上でのシンプルな思考と行動を行う

ことで誰でも取り組める活動だと思います。難しく考えず、先人の思いを大切にし

ていくことでも、その目的は達成できると思います。いつまでも、穏やかなお正月

を迎え続けることができるように、一人ひとりが「衣・食・住」に取り組んでいけ

る 1 年としていただければ幸いです。  

子ども達が美しい空を仰ぎ続けられるよう、ご一緒に取り組んでいければ幸いで

す。今年一年、どうぞよろしくお願いいたします。  

             

 

 

【お知 らせ】  

○西 山 沙 織 先 生 がご出 産 のため２月 １日 よ り 産 休 に入 ります。元 気 な赤 ちゃんをお

待 ちします。そして田 中 健 一 郎 先 生 が授 業 を担 当 します。よろしくお願 いいたしま

す。  

 


